
 

  

•妊娠中の体重増加について理解しよう。

•家族と一緒に、様々な食べものに触れ、楽しく食事をしよう。

•「早寝・早起き・朝ごはん」で生活リズムを身に付けよう。

•手洗いや「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつなど、食事の
マナーを身に付けよう。

妊娠中

幼児期
（0～6歳）

•「早寝、早起き、朝ごはん」で生活リズムを整え、体をよく動かそう。

•おやつの内容・量・時間、不規則な食事時間や欠食などに気を付けよう。

•家族と一緒に楽しみながら食事をしよう。歯をみがく習慣を身に付けよう。

•食事の準備や片付けを積極的に行い、食事をつくる力を身に付けよう。

•食事の大切さや栄養とからだの関係を理解しよう。

学童期

思春期
（7～19歳）

•栄養とからだの関係を理解し、栄養成分表示などを参考に、健康に配慮した
食事にしよう。

•新鮮な地場産物や旬の食材を積極的に利用した食事をつくろう。

•様々な食の体験を通じて食の大切さを知り、食品ロスを防ごう。

•歯間ブラシやデンタルフロス等も使用して歯みがきをしよう。

青年期
（20～39歳）

•自身や家族の健康に合わせた食事について知識を深めよう。

•地場産物や旬の食材の活用、食のイベント、農業体験への参加をしよう。

•家族との料理や食事を通して、食育の大切さを感じよう。

•適量を作り、食べ残しを減らすなど、食品ロスを防ごう。

•食後の歯みがきと、定期的な歯科検診で歯周病を予防しよう。

壮年期
（40～64歳）

•たんぱく質、乳製品を意識して、低栄養に気をつけた食事にしよう。

•地場産物や旬の食材の活用、農業体験への参加をしよう。

•家族や仲間に行事食・郷土料理等、食文化を伝えよう。

•適量を作り、食べ残しを減らすなど、食品ロスを防ごう。

•食後の歯みがきと、定期的な歯科検診で口腔機能の低下を予防しよう。

高齢期
（65歳以上）

市公式 YouTube「はだのモーピク」にて料理動画を公開 

しています 

 Happy Dish Note～幸せの料理帳～ 

 食ではだのを元気に 初めての食育 Part.1 など 

令和３年４月発行 

秦野市こども健康部こども家庭支援課 

〒257-0054 

秦野市緑町 16-3 

電話 0463-82-9604（直通） 

食べることは、生命の源であり、欠かすことができないものです。私たち一人ひとりが、食に関する

様々な体験により食への関心を高め、みんなで健康的な食習慣を実践することが求められています。 

食べる意欲をつくり、食の体験を広げる 

食の体験を深め、望ましい食習慣を確立する 

生活と食事のリズムを整え、望ましい食習慣を実現する 

自らの健康管理を行い、健全な食生活を実践し、次世代へ伝える 

食を通じた豊かな生活の実現、次世代へ食文化や食に関する知識や経験を伝える 

ライフステージごとの目標と取組 

 
 秦野市 食育 検索 

市ホームページで食育の情報を見ることができます 

１日３食、規則正しく、栄養バランスのよい食事にしよう。 

ゆっくりよく噛んで、楽しく食事をしよう。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次はだの生涯元気プラン 
（秦野市食育推進計画） 
令和３年度（２０２１年度）～令和７年度（２０２５年度） 

ボンチーヌのプロフィール 
・秦野盆地の形をしたぼんち犬(ぼんちいぬ) 
・メタボにならないように、腰に国道 246 号のリボンを巻いています 
・趣味：秦野の地場産フードの食べ歩き 
・特技：早寝、早起き、山登り 

 

秦野市食育キャラクター 

「ボンチーヌ」 

～ 毎月１９日は秦野市民の食育の日「家族そろって食べようＤＡＹ!」 ～ 

食育の日には日ごろの食生活を見直したり、家族と食卓を囲んだりして 

食育を実践してみましょう。 
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 様々な経験を通して、食に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することが

できる人を育てることです。 

ダイジェスト版 

食育とは 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民一人ひとりが主役となって食育を推進していけるよう、策定するものです。 

第２次プランの基本的な考え方を継承するとともに、課題等を踏まえ、取組と指標を再編しました。 

重点プロジェクトである「子どもからその親世代への食育の推進（朝食の普及啓発）」を継続します。 

「 食で育む 元気な はだの 」 

一人ひとりが生活の中で様々な経験を通じて食に関する知識や食を選択する力を養い、自分らしい活力

ある暮らしを実現できることが大切です。食育の輪を広げ、生き生きとした暮らしにつなげるためには、

長期的な視点で食育に取り組む必要があります。 

１ 楽しく食べて健康なからだをつくります～生涯食育の推進～ 

生活習慣の基礎づくりとなる子どもの頃から、食に関する意識や関心を高め、健康なからだづくりに

つながる食生活が実践できる力を付けるための取組を推進します。 

２ 食を大切にし、豊かなこころを育みます～共食によるコミュニケーションの推進～ 

食を楽しむことは食育の第一歩です。家族と一緒に食事をする共食の啓発や、食に関する様々な経験

から食に対する関心を深め、豊かな心を育み、地域の食文化を伝えていくための取組を推進します。 

３ 自然の恵みに感謝し、活力あるくらしをみんなでつくります～食でつなぐまちづくり～ 

秦野の豊かな自然の下に育まれた地場産物の積極的な利用や、環境に配慮し、自然の恵みや食に感謝

する心を育む取組を推進します。 

 

 

＜健康意識＞ 

男性は若い世代ほど低く、女性は若い世代ほど高い 

＜朝食の欠食について＞ 

「毎日朝食を食べていない人」が増加しており、小学生(６年生)・中学生(３年生)は全国平均と比べ高くなっている 

 

＜食育への関心の有無＞ 

関心がある人は２０代と６０代が多く、８割を超える 

食に関心を持ち、望ましい食生活を実践し、習慣づけることが必要です。 

基本理念 

３つの基本目標 

本市をめぐる現状 
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プランの体系図 

⑧  学校等における食に関する指導体制の充実

⑨  産・学・民・官の連携による食育活動の充実（新規）
⑩  食のボランティア育成と活動の推進
⑪  食育に関するホームページの充実

④  ごみ減量に配慮した食生活の促進
⑤  水や環境に配慮した体験活動の推進
⑥  環境に配慮した農業の推進

⑦  幼稚園、認定こども園、小学校、中学校の農業体験等
     の促進(再掲)

①  秦野優良農産物等登録認証制度の充実

②  給食における地場農産物の利用促進
③  地産地消を支える農業の推進

⑦  給食における和食や郷土料理等の導入の促進

⑧  地域における郷土料理、和食等の食文化継承の促進

③  家庭における食農体験の推進

④  幼稚園、認定こども園、小学校、中学校の農業体験等
     の促進

⑤  地域との連携による食の体験活動の促進
⑥  観光農業など体験型農業の推進

①  食育の日の啓発活動の推進

②  給食（共食）を通じたコミュニケーションの促進

⑥  学校における食育の推進

⑦  健康診断等に基づく食生活改善の推進
⑧  良く噛んで味わって食べることの啓発活動の推進
⑨  高齢者の低栄養の予防に向けた食育の推進

⑩  栄養成分表示の適正化の推進

⑪  食の安全に関する知識の普及
⑫  生産者の顔が見える食育の推進

①  妊娠中からの食育の普及啓発
②  認定こども園や学校、各事業等における「家庭におけ

     る食育」の普及啓発
③  ボンチーヌによる「早寝、早起き、朝ごはん」運動の

     普及啓発
④  食に関する指導の充実
⑤  働く世代における食育の推進

施策の方向性 評価指標（現状値と目標値）基本施策
推進の視点

・基本目標

(2) 食に関する様々な体験
の充実

(3) 食の伝統技術や文化の
継承

(2) 食を通じた健康づくり

(3) 食の安全に対する理解
の促進

(1) 地産地消の推進

(1) 食を通じたｺﾐｭﾆｹ－ション
の確保

(1) 食習慣の向上

(3)食育を担う人材の確保・育
成、ﾈｯﾄﾜー ｸづくりの推進

(2) 環境に配慮した食育の
推進

楽
し
く
食
べ
て

健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
り
ま
す

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し

活
力
あ
る
く
ら
し
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
す

食
を
大
切
に
し

豊
か
な
こ
こ
ろ
を
育
み
ま
す

○体重が適正な人の割合（４０～７４歳）

男性 ６７.１％→７１％

女性 ６9.０％→７２％

○栄養バランスをそろえた食事をする人

の割合

６２.８％→７０％

○食品を選ぶとき、安全性を意識して購入

する人の割合

６０％→６５％

○１日に１回以上、家族の誰かと食事を

するようにしている人の割合

９８％→１００％に近づける

○給食食材における秦野産野菜の使用割合

認定こども園 ７.１％ →１０％

小学校・中学校 ３７.２％※→５０％
○地場産物を積極的に購入したいと思って

いる人の割合 ７５.８％ →８０％

○食育に関心がある人の割合

６６.８％→８０％

○体験型農業の拡充

３４４区画→３７５区画

○食に関する体験活動に参加したことが

ある人の割合

26.8％→40％

○可燃ごみ年間排出量

３４,８３６ｔ→３３,６００ｔ

○学校給食の残食率（小・中学校）
２.２％※→２.２％

○市民主体の食育推進にかかわるボラン

ティアの活動回数

１,１２８回→１,１３０回

１ からだ

２ こころ

３ くらし

○朝食欠食の割合

３歳児 3.6％ →０％に近づける

小学生 6.1％ →０％に近づける
中学生 10.7%→０％に近づける

２０～３０歳代男性

２０.５％→１０％以下

※小学校のみの値

※小学校のみの値


